
地域の出来事に触れる
ソーシャルマガジン

別な旅へとお連れするチケット。行
く先に広がるのは、団体の活動や
人の想いに溢れた景色。見て、感
じて、もっと知りたくなる。そんなきっ
かけをつなぐソーシャルマガジン。
これを手にする皆様に、どうか素
敵な出会いがありますように。

この広報誌に関するご意見、ご感想は発行元である徳島市市民活力開発センター(088-611-3886)までご連絡下さい。

どこまでも歩いて行きたくなる旅でした。
お遍路ってなんとなく厳格な、修行みたいなイメージを持ってい

たのですが、実際に体験してみるとそうでもなくて。むしろ人間

味の溢れた旅であるように感じました。行き交う方 と々の挨拶や

お接待の文化に触れ、そこに残された四国の歴史や人の営み

を知り、道行く先々の自然の景色は自分を見つめ直す良き時

間となりました。子どものうちにぜひ体験してほしいと心から思え

る素敵な時間、これからもこの旅路が続いていきますように。

－ 長谷川 (構成/写真)

今回制作を通して驚いたのは濱尾先生の気持ちの強さ。活動

は多い時で毎週されていることもお聞きし、その熱誠さに感動し

ました。お遍路を通して「歩く」ことは、文化に触れることはもちろ

ん、その1日を共有することで、新しいコミュニケーションが生ま

れ、これからも長く…そして優しく根付いていくのではないかと思

います。この冊子を読んで頂いている皆様も、是非一度みんな

で歩いてみませんか。

－ 神倉 (デザイン)

2018年2月配布予定。 次回の旅も是非お楽しみ下さい。NEXT ISSUE 次回予告

編集後記
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徳島市退職校長会 特集
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key person

元・佐古小学校 校長 濱尾先生

徳島市退職校長会では小学校の遠足に
お遍路を取り入れ、その活動は公民館や
幼稚園にも広がりつつある。お遍路とはど
ういうものなのか？そこに参加する人達が
見る景色をともに体感すべく、会の活動へ
と密着した。
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退職校長会って？
　　　　　　　　　　    ー  R e t i r e d  h e a d  t e a c h e r .

徳島市退職校長会は会員の研修と相互の親睦を図り、本市の
教育振興に寄与することを目的として昭和39年4月に発足。近
年では教育支援活動として「遍路遠足サポート」に力を入れて
取り組んでおり、平成28年度には10小学校総数1,000名の子
どもたちが参加した。

■ プロジェクトのご参加やお問合せはこちら
[  TEL  ]  090-4976-5634 ( 濱尾  )

学ぶ、培う、たくましい心
お遍路とは？
「お遍路」とは、弘法大師（空海）の 足跡をたどり八十八ヶ所の
霊場を巡拝すること。八十八の煩悩を一つ一つ取り除き、自分
自身を見つめ直す修行の旅。

ー  地域を支える退職校長会の活動に迫る
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徳島市退職校長会顧問

Y o s h i h i s a  H a m a o濱尾 巧久
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なぜお遍路を
始めようと思ったんですか？

こんな素晴らしい、お遍路の文化をやっぱ
子供たちにもなぁ、伝えたら喜んでくれるかなぁ
思って始めたんよ。

Answer.

※

生涯学習活動の推進として、地域住民自らが現代的課題について学習して課題解決に取り組む機会を提
供する地区公民館活動の事業のこと。今年から佐古公民館が始めた「歩き遍路体験」はこの事業の一環。

※ すくらむ学級とは


